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先輩からのメッセージ ―仕事と私事― Messages: “Work and Life”

「高分子」の読者の多くは、研究にかかわる仕事をし
ていたり、将来そのようなことに興味をもっている学
生の方々だと思います。ちょうど原稿を書いている今
は、就活解禁の少し前ということもあって、研究室で
もメンバーの何人かは研究モードから就活モードに入
りつつあります。仕事も私事もなく、激動の世の中で
サバイバルしている学生メンバーよ頑張ってくれ!!と心
の中でエールを送っています。一方、私の学生時代は、
SNSもネットもスマホもなく、卒業後は研究に携わる
仕事に就くだろうなと、ただぼんやりと考えながら日々
を過ごしていました。今でいう、「タイパ」ゼロの無駄
な時間の使い方をしていました。所属していた研究室は、
有機金属化学と金属タンパク質モデル錯体の研究をす
る二つのグループから構成されており、私は金属タン
パク質モデル錯体のグループに属していました。二つ
のグループで合同開催される雑誌会や研究室セミナー
では、当然（当時はまだ面白さがわかっていなかった）
もう一つの有機金属化学のグループの話も聞くことに
なり、博士課程を終えるあたりまでチンプンカンプン
でした。ただ、そのおかげで、「多少わからないことで
も、とりあえず聞いてみる」という姿勢は身についた
かもしれません。

大学院修了後には企業に就職し、固体触媒の研究グ
ループに所属することとなりました。大学時代に身に
つけた技術や知識と共通する点は、金属を使っている
ということだけで、触媒の調製から、反応評価まで、
私にとっては全く新しいことばかりでした。当時所属
していたグループは、大部分の人が学生時代から固体
触媒を専門としてきた人たちばかりで、知識などは到
底かないませんでした。さすがになんとかしなければ
と思い、部署の周りの人たちにも協力してもらいながら、
特許や新技術の勉強会をしたり、新しい事業を立ち上
げる調査をしたりしていました。その後、アカデミッ
クポジションを得ることになり、会社は退職してしまっ
たのですが、このときの経験が新しい研究にチャレン
ジする種となりました。

アカデミックキャリアのスタートは人工金属タンパ
ク質の研究でした。私自身の博士課程での研究ではオ

リゴペプチド合成までの経験しかなく、タンパク質を
取り扱うのは初めてでした。ボスと最初に交わした公
約も半年ほどで目星がつき（本当はここからが大変だっ
たのですが……）、2年目になるあたりに、「自分のオリ
ジナルな仕事を立ち上げなさい」と言ってもらえました。
そのときにトライしたのが、タンパク質でできたケー
ジの中にパラジウムのナノ微粒子を作製することです。
固体触媒をタンパク質の中で調製する例はそれまでに
ないものでした。そのほかにも有機金属錯体をタンパ
ク質ケージに固定化して、フェニルアセチレンの重合
反応を実現しました。ここまで読んでおわかりいただ
けたと思いますが、アイディアは自分の思いもよらな
いところに落ちていて、それらを自分の仕事に組み込
むことで、新しい人工金属酵素設計の概念の拡張につ
ながりました。

現在は、半分以上が生命系の研究室で構成された生
命理工学院というところに所属しています。高校のと
きに生物選択ではなかった私にとっては若干カオスで
すが、自分の仕事をこれまでとは異なる観点から眺め
ることもでき、楽しみながら研究をしています。最後
になりますが、この原稿を書くために、これまでを振
り返ってみると、あまり明確なビジョンをもたないま
まに、転々としてきたように思います。今の所属になっ
てからも、研究室は変わっていませんが、コロナがあっ
たり、大学統合があったりと、自分の意思に関係ない
ところで予想外のことがどんどん生じています。その
ような状況の中でも自分がやりたい研究を続けてこら
れたのは、私が過ごしてきたあらゆる場所で、多くの
人に支えてもらったことが一番大きな理由です。私か
らの先輩としてのメッセージは、「自分のやりたいこと
は環境や年齢で変わるかもしれません。ただ、周りを
信じて、焦らず時間をかけて取り組めば、必ず一人だ
けでは想像できなかったような面白いことがひろがっ
ている。」ということです。最後に、この場をお借りして、
さまざまな局面で支えていただいた諸先生や友人、家族、
そして研究室のメンバーにこの場を借りて感謝したい
と思います。
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